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アクセンチュア株式会社
プリンシパル・ディレクター

小栗 史也

GFP超会議
輸出×地方創生の

最前線

1億人ではなく

100億人を見据えた

農林水産・食品産業へ
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“輸出×地方創生”をテーマとして、セミナー・グループ交流会を
行った上で、海外バイヤーを交えた試食交流会を開催。

GFP超会議

• 産地間連携、品目間連携
に向けたアイデア出し・共有
を行い、コラボレーション促進

• 輸出商社も参加し、海外の
トレンド・情報を共有

• 輸出×地方創生の展望や
未来の生産のあるべき姿を
講演

• パネルディスカッションで課題
解消の方向性を深堀

• FOODEX Japan参加バイ
ヤーを集めた試食商談会を
開催し、現地商流開拓の機
会を創出

グループ交流会輸出産地セミナー 海外バイヤー
試食交流会

14:00-16:00 16:30-17:20 18:00-20:00
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登壇者
 輸出を通じた地方創生の最前線セミナー

• うるう農園（いちご生産・福岡県）

• 芦別RICE（コメ生産・北海道）

• 鳥取銀行（地方銀行・鳥取県）

• 小平（地域商社・鹿児島県）

 輸出×地方創生に関するパネルディスカッション

• 上記メンバー

• カメイ・セントラル貿易（輸出商社・米国輸入商社）

• 詩の国秋田（地銀発商社・秋田県）
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今年度のGFP重点取組テーマ

万博での食トレンド発信・
GFPブランディング

• 5/6～9で全国のGFPメンバー46社と共
同出展(能率協会連携)

• 「Japanese Healthy」・「Yatai
Foods」・「Local Foods」の食トレンド
をインバウンド客向けに発信

若手・女性プレイヤー・
スタートアップ連携

• 農業女子・4Hメンバー向けの輸出セミ
ナー・伴走支援を継続実施

• 輸出EXPO出展(若手中心)・スタート
アップの輸出支援サービスを配信

米国相互関税への対策

• 4月の相互関税発表後、問い合わせ窓
口設置・影響の情報収集を継続

• 現地系販路・中部開拓含めて米国向
け輸出は重点サポート

地方創生2.0への貢献

• 地域単位での輸出伴走支援・輸出勉
強会等を多数実施(産地形成等)

• 境港水産チーム(鳥取銀行)・出雲農業
者チーム・大分農業女子チーム・ブリッジ
にいがたチーム等
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1.7兆円(+12.8％)に到達。米国の存在感が高まっているが、
アジア向け(特に韓国・台湾・タイ)も含めて堅調に推移。

国別輸出動向 ~2025年1-12月（累計）

出典:農林水産省 zisseki-277.pdf
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輸出先国市場に関する全体感
• 最大市場である米国は、円安・米国景気の底堅さがあり、相互関税の

影響は軽微に留まり、輸出拡大が継続している最重点市場（今年の
景気トレンドには引き続き注視が必要）

• 中国は、政府間の関係冷え込みもあり、輸出規制緩和・通関のトラブル
解消には時間がかかる見通し。前提として中国国内の景気に関しても明
るい兆しが少ない状況

• 香港をはじめとする華僑系が多いアジア市場は、インバウンドによる追い
風がある一方、中国景気の低迷を受ける形で共通で景気低調→高級
飲食需要・春節/贈答需要等がやや低調な状況

• ネクストマーケット開拓（マレーシア・ベトナム・インドネシア・フィリピン・中
東・インド等）は着実に進んでいるが、まだ種まきの段階が多く、輸出額
へのインパクトを出していくべきフェーズ
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輸出拡大に向けた方向性
• 特定の巨大市場（米国・中国）に依存しない輸出先国の多角化
（カナダ・韓国・ASEAN・オセアニア等）

• 米国をはじめとした非日系販路の戦略的な開拓（アジア系に加えて、中
堅&地域性のある現地系チェーン店が有望）

• 欧米を中心に強化される規制への確実な対応（着色料・包材等）

• 他国産との競合も見据えた、現地ニーズに基づく商品のブラッシュアップ
（マーケットイン&供給力拡大と合わせたコスト競争力担保）

• インバウンドでの認知度向上→手土産輸出→現地での再購買・認知
度向上→（再びインバウンドへ）、のサイクルの実現

• 海外展開する日系外食チェーン・コンビニチェーンとの連携・多様化する
日本食マーケットへの先手での提案（手巻き寿司・抹茶ドリンク等）
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輸出によって外貨を稼ぎ、その利益が生産・加工・観光等へ再
投資される『外貨獲得型の経済循環』」をつくることがゴール。

輸出×地方創生のゴール

所得創出

雇用創出・所得増加

若手・担い手が定着

投資・設備の高度化

地域の競争力向上

所得創出:輸出を通じて海外市場の外貨獲得

雇用創出:輸出に伴う規模拡大・関連産業の拡大

若手・担い手定着:農業・食品産業が「稼げる仕事」へ

投資拡大:工場・スマ農・ブランディング等へ再投資

競争力向上:ブランドがインバウンド・地域ファンを拡大

さらなる
所得創出
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輸出×地方創生の取組ポイント

• マーケットイン: 「作りたいもの」から「海外で売れるもの」へ

• ×地域資源:単価を上げるためのストーリー・6次化

• チーム形成:行政・地銀・民間がワンチームになる必要性

• 牽引人材: 補助金頼みではない稼げるプロデューサーの育成

• 相互交流: ターゲット国との「顔の見える」関係づくり
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輸出×地方創生の勝ち筋

•牽引役となれる事業
者・担当者の育成

•行政・地銀を巻き込ん
だ輸出チームづくり

•海外に受ける核となる
地方産品の見極め

•“輸出×X:地域資源
“でのパッケージ化
(食+観光+工芸等)

•地域・産品のストーリー
付与・ブラッシュアップ

•地域での加工・冷凍を
絡めた高付加価値化

•ターゲット国の絞り込
み・深化型多面交流

•輸出×インバンドを通じ
た双方向経済循環

•地域・産品ブランドの確
立・アンブレラ効果によ
る他産品の底上げ

•バイヤー等“地域ファン”
の拡大・交流人口の拡
大（バイヤー招聘・展
示会等）

基盤構築
（人・組織）

地域の価値創出
（モノ・ストーリー）

地方循環の形成
（エコシステム）



10©Accenture 2026. All Rights Reserved. 

本日のGFP超会議の主旨

• 輸出×地方創生のトレンド・事例を共有させて頂き、5兆円目標
の達成に向けて全国での取組を牽引頂きたい

• 全国のGFPメンバー間でのコラボレーションを図り、共同での商品
開発・海外プロモーション等のネクストアクションに繋げて頂きたい

• フランクな雰囲気の中で、輸出商社・海外バイヤーの皆様との商
談のきっかけにも活用頂きたい

輸出に関心のある皆様、GFPへの登録・
事務局へのご連絡をお気軽にお願いします!
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生産・供給サイドの不安定さがネックとなっており、気候変動・担
い手不足に対応できる輸出産地づくりが急務。

（参考）海外ニーズが高い品目

• 抹茶・煎茶(粉末緑茶中心)

• 畜産:和牛・交雑種・乳製品(アイス・粉ミルク等)

• 水産:ブリ・ホタテ・“第二のブリ・ホタテ”・マグロ・真珠・のり

• 青果:桃・いちご・ゆず・“第二のゆず”・かんしょ・メロン・わさび・B
品/規格外品(業務用)

• コメ・コメ加工品(冷凍米飯・冷凍寿司・包装米飯)

• 日本酒・ウィスキー・梅酒・フレーバー焼酎
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日本食の更なる広がり・インバウンドを通じた日本産品の認知
度向上を捉えた商品が有望。健康志向・簡便性志向も継続。

（参考）海外ニーズが高い品目

• 日本食メニュー単位:寿司/おにぎり関連商材・粉もの関連
商材・ラーメン/鍋/スープセット

• インバウンド起点:ソース類・焼肉のタレ・ドレッシング・麺類・
カレー・ソフトグミ・抹茶/ゆず関連・和スイーツ・漬物

• 健康志向:発酵食品（納豆等）・豆乳・ノンアルコールビー
ル・茶系飲料等

• 簡便性/人手不足対策:冷凍食品（冷凍寿司等含む）・
外食向け半製品



新規就農から
輸出産地作り

2026年3⽉11⽇



うるう農園グループ
福岡県久留⽶市に位置し、あまおう苺を主に12-5⽉で約100t⽣産。
耕作⾯積は2ha。あまおう⽣産⾯積は⽇本⼀の規模となる。
いちご狩り事業中⼼であったのが、集客数は伸ばしながらコロナ後は
通販事業が⼤幅に伸び主⼒事業に置き換わり、2022年12⽉より輸出開始
うるうグループ：(株)うるう農園・(株)UluuJapan（輸出）

うるう未来農業建設(株)（ハウス建設）・(株)FarmValue（佐賀農場）



沿⾰
2017年 代表夫妻によって創業 野菜の有機栽培開始
2018年 いちご栽培開始
2019年 特別栽培に認証される

じゃらん九州⼈気いちご狩り施設グランプリ優勝
2020年 法⼈化『株式会社うるう農園』

じゃらん九州⼈気いちご狩り施設グランプリ2年連続優勝
2021年 通販販売数8000件突破

じゃらん九州⼈気いちご狩り施設グランプリ3年連続優勝
2022年 ⾹港・シンガポール・台湾への輸出開始

じゃらん九州⼈気いちご狩り施設グランプリ4年連続優勝
通販販売数1万5000件突破

2023年 耕作⾯積1.1ha タイ・マレーシア輸出開始
2024年 耕作⾯積1.5ha じゃらん九州優勝5年⽬
2025年 佐賀農場 開設 グループ合計2ha ⽶国・⽐輸出開始



⽇本の果物輸出：現在､そして未来
これまでの輸出から⾒えてきたこと

東南アジアの売り場

韓国、中国産果物の⾼品質化により
⽇本の果物の優位性低下



⽇本の果物輸出：韓国という驚異
これまでの輸出から⾒えてきたこと

韓国の省⼒化集約型いちご栽培

釜⼭郊外のいちご団地：1農家あたりの平均⾯積0.7ha
福岡のいちご農家：1農家あたりの平均⾯積0.2ha



⽇本の果物輸出：過去から現在､そして未来へ
これまでの活動から⾒えてきたこと

いちごの輸出額

2019年 2023年

約20億円

約60億円

約3倍

台湾市場
キーワードは

親日家の多い台湾で日本のいちごは

高額でも評価されている

輸出拡大の

見込みがある



台湾の残留農薬規制への対応
現在の取組

アジアで最も低い残留農薬基準値
福岡県規制の2〜3割しか農薬を利⽤できず、
残留成分0.01mlも検出が許されない農薬が多数
使⽤禁⽌ 化学農薬の代替技術は確⽴されていない

台湾⽤の防除体制を構築し
あまおう農家約1400軒のうち
約５軒しかない台湾に輸出可能な
栽培⽅法を⾏う



台湾への輸出を可能にする栽培体系

①使⽤可能な農薬を選定
②天敵利⽤
③捕⾍器・防⾍LED

定植時害⾍0を⽬指す
重要害⾍対策では定植前の炭酸ガス処理
天敵・捕⾍器を利⽤

育苗期 開花以降

うどんこ病：紫外線 UV-B 照射
ハダニ類：天敵カブリダニ
他病害⾍：有機JAS基準農薬

捕⾍器



北部九州いちご輸出促進協議会の活動

いちご生産者等の

輸出意欲醸成

輸出機会を最大化するための

様々なイベントを開催

他国に勝る輸出好適品種の開発
九州北部のいちごの魅力を

ターゲット市場に発信

海外市場のニーズの掌握

対応した商品の開発



うるうグループの今後
久留⽶・佐賀農場

①2027年有機ＪＡＳ認証
②完全制御型スマート農場
③地熱発電冷暖房

再現性のあるいちご栽培















インバウンド×輸出：⾷×体験×SNS
SNSでバズる体験
みやき町の空き家×農泊×紅⽩いちご収穫体験

⾷の魅⼒
いちごガーデンビュッフェを提供

お⼟産展開
UluuColorsギフトの購⼊導線

リピート促進
帰国後⾃国にてうるう農園のいちごを購⼊
Uluuブランド認知からファン化

↑以前のうるう農園のカフェ フルール農と食の観光立国の
具現化
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香港フードエキスポ風景1

香港フードエキスポ風景2
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↑生産者を現地に派遣
（現地の日本食シェフから「おいしい！」と褒められました。）



夢
“芦別高校ブランド”が世界に！
フィンランドやエストニアへ！

“あしべつ米”米粉のお菓子を開発中！
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